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声
の
出
し
方
の
即
席
講
座
の
あ

と
、
全
員
で「
浜
辺
の
歌
」を
合
唱
。 

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

　
各
地
区
で
今
年
度
の
高
齢
者
大
学
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
地
区
で
多
く
の
市

民
が
趣
味
や
世
代
間
交
流
、
研
修
旅
行
、

健
康
講
座
な
ど
で
学
び
活
動
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
＊
　
　
　
　
＊ 

■
森
吉
大
学（
５
月
18
日
） 

　
森
吉
大
学
で
は
１
２
０
名
の
受
講
生
が

出
席
し
、
開
講
式
が
開
か
れ
今
年
度
の
学

習
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
開
講
式
で
は
学
長
の
佐
々
木
公
民
館
長

が
「
大
学
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
学
ぶ
に

は
、
気
力
・
体
力
・
意
欲
の
３
つ
の
要
素

が
必
要
。
楽
し
く
無
理
な
く
１
年
間
学
習

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
引
き
続
き
、
記
念
講
演
と
し
て
七
日
市

龍
泉
寺
の
佐
藤
俊
晃
住
職
が
『
絶
対
長
生

き
す
る
方
法
』
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

◎
森
吉
公
民
館
　
�
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■
阿
仁
生
き
活
き
大
学（
５
月
20
日
） 

　
阿
仁
生
き
活
き
大
学
で
は
50
名
の
受
講

生
が
出
席
し
、
入
学
・
開
講
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
開
講
式
で
は
、
学
長
の
湊
公
民
館
長
が

「
人
生
が
豊
か
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に

学
ぶ
と
い
う
意
欲
に
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。 

　
最
初
の
授
業
と
し
て
、
日
本
笑
い
学
会

秋
田
県
幹
事
の
人
生
亭
喜
楽
駄
朗
氏
が
『
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
漫
談
〜
健
幸
長
寿
は
笑
い
か

ら
』
と
題
し
て
講
話
が
行
わ
れ
、
受
講
生

を
巻
き
込
ん
だ
ネ
タ
に
、
会
場
は
終
始
笑

い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

◎
阿
仁
公
民
館
　
�
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■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学（
５
月
29
日
） 

　
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
入
学
式
で
は
、
学

長
の
関
公
民
館
長
が
「
本
大
学
は
『
健
康
で

学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と
仲
間
づ
く
り
』

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

学
習
し
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

か
し
、
学
習
の
輪
を
大
き
く
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
入
学
式
終
了
後
、
佐
藤
孝
さ
ん
（
秋
田

看
護
福
祉
大
学
看
護
福
祉
学
部
看
護
学
科

専
任
教
員
）
が
「
人
生
こ
れ
か
ら
・
愉
快

に
元
気
に
再
発
見
」
と
題
し
て
講
話
を
し

ま
し
た
。 

◎
合
川
公
民
館
　
�

78-

２
１
１
４ 

　
旧
合
川
町
川
井
地
区
の
共
同
墓
地
内
に

あ
る「
板
碑
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
板

碑
と
い
う
の
は
、
当
時
の
武
士
階
級
の
間

に
流
行
し
た
熊
野
信
仰
、
浄
土
宗
の
影
響

を
受
け
、
亡
く
な
っ
た
人
の
冥
福
を
祈
り

供
養
す
る
た
め
板
状
の
石
で
作
っ
た
も
の

で
、
梵
字
や
法
名
、
願
文
、
建
立
月
日
な

ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か
ら

17
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
、
多
く
作
ら
れ
ま

し
た
が
、
県
内
で
は
３
番
目
に
古
く
、
北

秋
田
市
で
は
珍
し
い
碑
で
す
。 

　
こ
の
碑
に
は
、
延
慶
２
年（
１
３
０
９
）、

松
石
殿
な
ど
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
松
石
と

い
う
人
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た

も
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
人
物
に
つ
い

て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

地
方
を
治
め
た
豪
族
で
村
の
発
展
に
頑
張

っ
た
人
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
く
の
台
地
に
松
石
と
い
う
地
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

　
江
戸
時
代
の
後
期
、
川
井
村
の
神
官
斎

藤
治
国
の
記
録
に
、
村
の
西
方
に
二
本
杉

館
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
碑
は
こ
の
館
下

で
発
見
さ
れ
、
享
保
の
頃（
１
７
１
６
〜

１
７
３
６
）村
の
墓
上
に
村
人
が
運
び
、

建
立
し
供
養
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

近
所
の
人
た
ち
の
話
で
は
、
お
彼
岸
に
は

必
ず
お
参
り
す
る
と
い
う
程
大
事
に
さ
れ

て
い
る
碑
で
す
。 

　
文
化
２
年（
１
８
０
５
）、
川
井
村
に
滞

在
し
た
菅
江
真
澄
は
、
こ
の
文
字
は
と
て

も
整
っ
て
い
て
美
し
い
文
字
と
評
し
、
拓

本
に
と
っ
て
い
ま
す
。（「
延
慶
二
年
巳
酉
」

〝
六
朝
〞の
書
体
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
） 

▽
平
成
４
年
５
月
旧
合
川
町
指
定
有
形
文

化
財
　 

▽
資
料
／「
合
川
町
の
文
化
財
」、「
秋
田
の

史
跡
・
考
古
」、「
北
鹿
は
宝
箱
」
ほ
か 

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
照
内
捷
二 

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
川
井
字
家
の
後 

 

◇
所
有
者
・
北
秋
田
市 

共
同
墓
地
内 

▲北秋田市指定有形文化財　板碑「延慶の碑」 

米内沢高校「第４回ようこそ先
輩―スペシャリストに学ぶ」 ▼ 

　５月２７日県立米内沢高校で、佐野靖東京芸術大学

教授らによる講演会を開催しました。 

　今回は、地元の偉人成田為三を学び、自分たちの郷

土に誇りと自信をもってもらいたいと、米内沢高校の

ほか、米内沢小学校４・５・６年生、合川高校１年生

も参加しました。 

　佐野教授は『成田為三と日本のうた』と題して講演。

「音楽は音が鳴っている時間が一番大事。一生に一度

しかない時間、音楽を大切にしてほしい」と生徒らに

呼びかけました。 

　続いて、声楽家佐藤容子さんの独唱で「浜辺の歌」

など４曲が披露され、佐野教授の伴奏との息のあった

音色に会場は大きな拍手でつつまれました。 

　また、佐藤さんによる発声講座の後、全員で浜辺の

歌を合唱し、身体全体を使って声を出すイメージを実

感していました。 

　最後に佐野教授は「為三が奏でた素晴らしい歌曲が

自分のふるさとにあることを誇りに思ってほしい」と

生徒らに語りかけました。 

�

　「
思
い
出
の
歌 

喫
茶
ひ
ま
わ
り
」

も
、
今
回
で
第
11
回
目
を
迎
え

ま
す
。 

 

お
茶
や
手
作
り
の
お
菓
子
を
味

わ
い
な
が
ら
歌
を
楽
し
み
、
参

加
者
み
ん
な
が
交
流
を
図
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。 

 

歌
う
こ
と
の
好
き
な
市
民
が
一

堂
に
集
い
、
一
緒
に
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

　
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

テ
ー
マ
／
「
み
ん
な
で
広
げ
よ
う

　
歌
声
の
輪
を
」 

日
時
／
平
成
21
年
７
月
４
日（
土
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル 

参
加
費
／
一
人
　
３
０
０
円
（
申

し
込
み
の
際
納
入
く
だ
さ
い
。） 

定
員
／
２
０
０
名
程
度 

申
込
期
限
／
７
月
３
日（
金
） 

①
か
ぎ
針
で
編
む
サ
マ
ー
バ
ッ

ク
講
座 

日
時
／
７
月
14
日
（
火
）・
７
月
21

日
（
火
）
・
７
月
28
日
（
火
）
の
３

回
　 

午
後
１
時
〜
４
時 

場
所
／
合
川
公
民
館
「
婦
人
研
修

室
」 

講
師
／
吉
田
優
子
さ
ん 

内
容
／
か
ぎ
針
で
編
む
袋
物
（
初

心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
） 

募
集
人
数
／
15
人
　
先
着
順
（
３

回
と
も
参
加
で
き
る
人
） 

材
料
費
／
３
０
０
０
円
程
度
（
初

回
に
集
め
ま
す
） 

持
ち
物
／
か
ぎ
針
　
５
号
〜
８

号（
あ
る
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
午

前
９
時
〜
７
月
６
日
（
月
）
午
後

５
時 

 

②
初
心
者
向
け
の
篆
刻
講
座 

日
時
／
７
月
23
日
（
木
）
・
８
月

20
日
（
木
）
・
８
月
27
日
（
木
）
の

３
回
　
午
前
９
時
〜
12
時 

場
所
／
合
川
公
民
館
農
業
研
修

室 講
師
／
北
秋
田
篆
刻
同
好
会 

内
容
／
自
分
の
手
で
印（
ハ
ン
コ
）

を
彫
り
ま
せ
ん
か
（
好
き
な
漢
字

１
字
等
） 

募
集
人
数
／
15
人
　
先
着
順
（
３

回
と
も
参
加
で
き
る
人
） 

材
料
費
／
１
０
０
０
円
程
度
（
初

回
に
集
め
ま
す
） 

持
ち
物
／
筆
記
用
具 

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
午

前
９
時
〜
７
月
９
日
（
木
）
午
後

５
時 

   

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」講
座
　 

〜
行
事
な
ど
の
飾
り
付
け
に
大

活
躍
〜 

日
時
／
７
月
11
日（
土
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時 

場
所
／
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー 

講
師
／
大
川
龍
也
さ
ん 

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す 

内
容
／
風
船
を
ひ
ね
っ
た
り
結

ん
だ
り
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
に

し
ま
す 

材
料
費
／
１
５
０
０
円 

      「
夏
休
み
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

教
室
」
　 

　
夏
の
思
い
出
に
素
敵
な
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！ 

　
子
ど
も
に
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。 

☆
小
学
生
の
親
子
対
象 

日
時
／
７
月
28
日（
火
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

定
員
／
10
組（
先
着
順
） 

☆
大
人
対
象 

日
時
／
７
月
29
日
（
水
）
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分 

定
員
／
10
人（
先
着
順
） 

場
所
／
阿
仁
公
民
館 

講
師
／
高
橋
美
喜
子
さ
ん 

教
材
費
／
１
５
０
０
円
程
度 

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
〜

７
月
15
日（
水
） 

﹁
思
い
出
の
歌�

�

喫
茶
ひ
ま
わ
り
﹂
開
催

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

中
央
公
民
館
�
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阿
仁
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
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阿
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民
館
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学びの広場

北秋田市教育委員会


